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建築物の不具合是正などに関する技術監修業務案内

はじめに
建築物は、施工時および竣工後に生じる不具合
や、災害、事故の発生など、様々な事象に遭遇す
る可能性があります。これらの事象が生じた場
合、一般的には設計･施工者などが建築主に是正
方法を提示しますが、その内容の妥当性について
技術的な判断ができないといった理由で建築主が
不安や不信感を抱くケースがあります。その一因
として、是正に対する明確なルールが定まってい
ない点が挙げられます。
このような背景のもと、当法人では、公正中立
な第三者機関として、設計･施工者などが立案し
た是正計画に対して技術的な妥当性を検証する業
務として「技術監修」を行っています。

技術監修の概要
当法人の技術監修は、第三者機関として建築物
に発生した不具合などの事象をスムーズに解決す
るために行っている業務です。具体的には、発生
事象の原因究明、構造躯体への影響把握のための
調査内容、是正計画、是正工事要領、是正工事の
実施状況など、技術的な判断が必要な事項につい
て、当法人がその内容や妥当性を検証、確認する
ことで、建築主や使用者の不安や不信を解消する
ための支援を行っています。当法人がこれまでに
技術監修を行った主な事例を表-1に示します。

表-1　技術監修を行った不具合事例

ワークフロー
技術監修のワークフローの例を図-1に示しま
す。技術監修では、お客様（設計･施工者、事業
主、建築主など）からのご相談内容が多岐にわた
るため、当法人が内容を把握した上で、受託の可

否を判断させていただきます。
当法人が受託可能と判断した場合、お客様から
の情報に基づき、発生した事象の内容や、当法人
が請け負う業務内容の理解に相違がないことを確
認していただくための業務の計画書、および当法
人が業務を受託する際の重要事項を取りまとめた
受託要件を提出します。このうち、受託要件はご
相談内容の多くが不具合に関するものであり、是
正に対して複数の関係者がおられるため、計画書
の内容について関係者が合意していることを書面
で明確にするためのものです。
これらの内容に対して関係者の同意が得られた
場合、お客様から依頼書および受託要件に対する
承諾書をご提出いただき、契約となります。
その後、お客様には、対象事象の影響範囲確認
や原因究明に関する調査資料、是正計画書、是正
工事の施工要領書、施工報告書など、当法人が関
連事項を確認するために必要な資料をご提出いた
だき、審議を重ねた上で各事項が妥当であること
が確認できた後、当法人から報告書を発行いたし
ます。

図-1　ワークフローの例

技術監修に関するご不明な点やご相談を希望さ
れる事案がございましたら、下記のお問合わせ先
までお気軽にご相談ください。
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